
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東北・甲信越地方に「10 年に 1 度の寒波」が訪れ、賽の神前日から当日は大荒れの予報が出ていま

した。テントが飛んでしまうような強風なら、実施は難しい・・・と、心配していましたが、ふたを

開けてみれば降雪は朝のみ、穏やかな曇り空の賽の神となりました。 
2025.11.24（金）、天候を見ながら浦佐スキー場のいつもの場所、いつものメンバーでの萱刈作業か

ら準備はスタートします。その後、2 回の実行委員会を設け、第 1 回目を 12/9 におくにじまん会館で

開催、第 2 回目は書面にて年明け 1/5 に開催し、例年通りの枠組みで開催されることとなりました。

また、雪の状況を見ながら実施する会場の踏み固め作業は、1/9 に 13 名で行われました。 
賽ノ神当日、手際よく 3 班に分かれて準備が進みます。そして定刻通り 10:45 白山神社宮司による

修祓が始まり、11:00 賽の神に点火されよく燃えました。振る舞いも始まり、お神酒、スルメ焼き、温

かい甘酒とけんちん汁、お菓子の配布が行われました。人出はスタッフ含め約 250 名となり、全員で

この 1 年の無病息災を願うことができました。 
※祭りの様子をホームページ・チラシ等に使用させていただいております。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

萱刈 in浦佐スキー場 

11:00 賽の神点火 
会場の踏み固め 

 9:00 当日準備開始 

実施：2026 年 1 月 12 日（月・成人の日）旧 KCK 工場跡地 

主催：第 17 回浦佐地域合同賽の神祭り実行委員会 

2 回の実行委員会 

150 食完売！ 

【地域合同 賽の神祭り】 
第 17 回 


